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東京外国語⼤学（学⼠課程）アドミッションポリシー

１） 教育の理念

本学の理念は、世界の⾔語と、それを基底とする⽂化・
社会に関する教育を実施し、豊かな⼈間性、深い思考⼒、
鋭利な感性を養い、⾼度なコミュニケーション能⼒、豊
かな教養、広い視野を⾝に付け、さまざまな⽂化的背景
をもつ世界諸地域の⼈々と協働して地球的課題に取り組
むことができる⼈材を養成することです。

２） 求める学⽣像

東京外国語⼤学では、世界諸地域の⾔語・⽂化・社会の
仕組みを解明する諸学問分野や、国際的な諸問題を超域
的な視点から扱う諸学問分野の基礎を学ぶことができま
す。
国内外の⾼等学校等において、総合的で確かな基礎学⼒、

ものごとに対する思考⼒・判断⼒・表現⼒、そして主体
的に学ぶ態度を⾝に付けたうえで、本学の理念に共感し、
さまざまな⽂化的背景をもつ⼈々と共に働き、地球的な
課題に取り組む意欲にあふれる⼈を受け⼊れます。

（以下略）
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教育課程

◆⾔語⽂化学部・国際社会学部
英語・ドイツ語・ポーランド語・チェコ語・フランス語・イ
タリア語・スペイン語・ポルトガル語・ロシア語・ウズベク
語・モンゴル語・中国語・朝鮮語・インドネシア語・マレー
シア語・フィリピン語・タイ語・ラオス語・ベトナム語・カ
ンボジア語・ビルマ語・ウルドゥー語・ヒンディー語・ベン
ガル語・アラビア語・ペルシア語・トルコ語
＋
世界13地域の地域理解（⾔語・⽂化・社会）
＋
⾔語学・⽂学・⽂化学・宗教学etc.（⾔語⽂化学部）
社会学・経済学・政治学・国際関係論etc. （国際社会学部）

◆国際⽇本学部
留学⽣（30名）と⽇本⼈学⽣（45名）が、英語と⽇本語で、
「⽇本」を対象に、総合的な課題解決型学修。

世界の多様性への関⼼、コミュニケーション⼒が必須
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東京外国語⼤学の英語試験問題について

○2021年度⼊試より外国語試験問題は、英語に限定

○⼀般⼊試前期⽇程試験（150分）
実践的な英語理解⼒と表現⼒を総合的に測定

【150点】リーティング（⼤問３題）
【70点】リスニング（⼤問２題）
【40点】ライティング（リスニングを踏まえた要約）200語
【40点】ライティング（意⾒問題）200語
【50点】スピーキング（４題）→  ⼀部学部から全学へ
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本学前期⽇程試験の「英語」ではコミュニケーション⼒と
総合的な英語⼒を問う

<従来＞
Listening
Reading
Writing

<追加＞
Speaking

↓
英語で発信する⼒

2020年６⽉
全学部における英語スピーキングテストの導⼊を１年延期

・新型コロナウィルス感染拡⼤の収束が⾒通せず、多⼈数の受験者に対する安全な実施
に現時点では確証が持てない事による。

・ただし、既に導⼊している国際⽇本学部については、受験者数が限られていることか
ら、充分な間隔を取る等安全対策を講じ、2021年度⼊試でも実施

Reading

Writing

Listening

Speaking

2019〜2020 パソコンで実施。2021はタブレットで実施予定。
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英語スピーキングテスト導⼊の経緯

○2014年度
教育マネジメントオフィス
「英語⼊試改⾰ＷＧ」

ースピーキングテスト開発の検討

○2017年12⽉
British Councilと、
⼤学⼊試⽤英語スピーキングテ
ストの共同開発協定締結。

○BCT-Sへ
Aptis のspeaking ユニットの
設計を活⽤し、BCT-Sを開発。
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○⾼等学校学習指導要領「外国語」

学習指導要領冒頭において、４技能につ
いて⾔及しており、「スピーキングの能
⼒」は⾼等学校教育では本来必須事項で
ある。

○⽂部科学省の⽅針

「H33年度⼤学⼊学者選抜実施要項の⾒
直しに係る予告について」各⼤学は受験
⽣に英語の試験を課す場合､４技能を総
合的に評価するよう努めること。

○本学の事情

本学教育の特性から、英語４技能の測定
は必要と認識。しかし、⼤規模試験にお
けるスピーキング⼒測定の⼿段はなかっ
た。しかしICTの発達により実施が可能
に。

○ 独⾃開発？既存の外部検定試験利⽤？

⽂系単科の本学では、スピーキングテス
ト全⾏程の独⾃開発は困難。⼀⽅、ス
ピーキングだけを抽出し、実施出来る外
部試験は存在しない。

取り組み

○British Councilとは？

・ British Councilは、1934年に
設⽴されたイギリスの⾮営利団体
で、イギリス政府により設⽴され
た公的な国際⽂化交流機関

・各国における英語の普及やイギ
リスと諸外国の間の教育・⽂化交
流を⽬的としている。

・ロンドンに本部を有し、世界
100カ国以上に事務所を置いて活
動を⾏っている。イギリス外務・
英連邦省の所轄であり、同省から
資⾦⾯での⽀援を受けているが、
その運営は⾃律的に⾏われている。

○Aptis
British Councilの提唱する英語４
技能試験。英国の⼤学受験⽤の
IELTSに⽐べ、より⼀般ユース。
Locatisationルールをもつ。
公開スペック：
https://www.britishcouncil.org/sit
es/default/files/aptis_general_tec
hnical_manual_v-1.0.pdf

British Council とAptis
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新たな試験（BCT-S）について

どの様な内容か？
【⽬的】
⽇本で中等教育を受けた者の英語でのコ
ミュニケーション⼒を測定する。
【仕様】
テストはコンピュータで実施。所要時間
は約１２分。設問は以下の４つのパート
に、問題が進むごとに難易度が上昇する。
問１（A2.1-A2.2）
受験者⾃⾝についての説明
問２（B1.1-B1.2）
理由や説明を明確にして⾃分の意⾒を述
べる。
問３（B1.1-B1.2）
写真の描写や⽐較を理由や説明と共に述
べる。
問４（B2.1-B2.2）
抽象的なトピックスについて、⾃⾝の経
験や意⾒を述べる。
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問題作成 ← 東京外国語⼤学

○⾼校の学習指導要領に合致した内容
○⽇本の受験者にとって不公平のない問題（⽂化的背景、⾼校⽣を取り巻く環境な

ど）
○本学の学びに適した設問（世界への関⼼、⾔語への関⼼、コミュニケーション⼒な

ど）

採点 ← British Council
○ 採点
・定期的にトレーニングを受けた試験官によるヒューマンレイティング
・英語教授歴・有資格者
・⽇本国外に在住 （世界約６０の国と地域）

○ 採点の質担保のためのシステム：
・採点内容のモニタリングシステム→上級採点官によるチェック
・各⼤問ごとに違う採点者が担当→最低４⼈の採点者が１⼈の受験者の評価
・各パートごとに採点基準を明確化

○ セキュリティーと公平性の担保：
・全ての受験者は個別の認識番号で登録。テストプラットフォームに保存される

→採点者に個⼈名や国籍は表⽰されない。
・解答はテストプラットフォームに保存され、採点者がアクセスして採点を⾏う

→国内での解答データの安全な取扱い。
経費
〇採点経費 １名あたり2750円
〇システム構築・機材

特別措置受験対応 受験者が必要とするサポートの聞き取りと医師からの情報（診断書等）を基に対応
〇拡⼤字 〇スクリーンリーダー 〇時間延⻑
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テスト内容 パート 対象スキル レベル 課題内容 出題方法
解答のため
の準備時間

解答時間 評価基準

スピーキング

1 個人的な情報 A1/A2 自身に関する3つの質問に答える。次の質問が始
まる前に解答を録音する。

質問は文字と音声（事前録音）で行われる。３つ
の質問は順番に1問目の解答時間が終わった時点で、
次の質問が表示される。

なし 1問につき30秒

各課題にホリスティッ
クな評価尺度holistic 
scoring（全体的採点）
が用いられる。評価基
準のディスクリプタで
は特定のスコアバンド
で求められるパフォー
マンスを説明する。
評価対象は次の側面。
１）文法の正確性と多
様性
２）語彙の正確性と多
様性
３）発音
４）流暢さ
５）整合性と一貫性

2
理由や説明を添えて叙述
し、意見を述べる B1

3つの質問に答える。最初の質問は写真の内容に

ついて尋ねられる。次にその写真に関する具体
的でよくあるトピックが質問される。

1）質問は文字と音声（事前録音）で行われる。３
つの質問は、1問目の解答時間が終わった時点で、
次の質問が表示される。

2）日本の受験者が見慣れているであろう、一般的
な状況の1枚の写真が画面に表示される。

なし 1問につき45秒

3
理由や説明を添えて叙述、
比較、対比をする B1

3つの質問に対し、 日本の受験者になじみがある
であろうトピックに関する2枚の写真が表示され、

それを叙述、比較、対比することが求められる。
意見を述べ、その理由を説明する。

1）質問は文字と音声（事前録音）で行われる。３
つの質問は、1問目の解答時間が終わった時点で、
次の質問が表示される。

2）トピックの様々な側面を示す2枚の写真が画面
に表示される。

なし 1問につき45秒

4

抽象的トピックへの考え
を一つの長い解答にする。
意見を述べ、その理由、
および利点と欠点を述べ
る。

B2

より抽象的なトピックに関する3つの質問に対し、

自分の意見をまとめて解答する。どう答えるか
考えた後、2分間で一貫性ある長い一つの表現を
行う事が求められる。

1）文字と音声（事前録音）で3つの質問が同時に

提示される。受験者が課題に取り組んでいる間も
質問は画面に表示され続ける。

2）プロンプトで言及されたトピックの一要素が1
枚の写真に示される。質問はその写真には言及し
ない。

1分
3つの質問に対し、
2分間で長い一つ
の答えをする

BCT-Sの構造

6



BCT-Sの試験問題 (2019年度⼊試問題）

PART ONE

⼤問１には、３つの⼩問があります。
上記インストラクションが読み上げられたあと、
解答開始の合図⾳が鳴ります。
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PART TWO

大問２には、３つの小問があります。

表示された写真に関して質問されますので解答してくだ
さい。

１）
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⼤問３には、３つの⼩問があります。
表⽰された写真に関して質問されますので
解答してください。

PART THREE
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⼤問４では、２分間でプレゼンテーションを
⾏います。出題された抽象的なトピックにつ
いて、⾃⾝の経験や意⾒を述べてください。

解答を始める前に、１分間の準備時間があり
ます。必要であればメモをとりながら、⾃分
の考えをまとめてみましょう。

PART FOUR
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